
Ｈ３０自動運転バス実証実験概要
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〇実施主体（３者協定による）
・前橋市：実験フィールドの提供、各機関調整、情報発信等
・群馬大学：自動運転システム実証実験パッケージの提供及び実証実験の実施、

その他関連する事業（ＮＴＴデータと協同研究）
・日本中央バス：運行に関する支援及び車両運転者等の提供等

〇区 間：中央前橋駅～ＪＲ前橋駅のシャトル線（前橋市委託路線）約１ｋｍ

〇運行期間：平成３０年１２月１４日（金）～平成３１年３月３１日（日）

※週３日～４日間通常ダイヤにより運行

〇運行間隔：概ね３０分に１本

〇自動運転技術：レベル２による運行（部分運転自動化）

国土交通省都市局

課題検証の協力

営業路線バスの実運行環境・
一般客乗車・長期で実施する、
全国初の取り組み

資料２



自動運転バス社会受容性

●利用者の変化
実証実験前乗客数 135.8人／日（平成２９年度実績）

実証実験中乗客数
手動運転日 168.8人／日
自動運転日 206.2人／日

●自動運転バスへの印象（乗客アンケートより）

利用者が増加しており、自動
運転に関しての一定の関心
がみられる。

乗車により不安感が低下、
安心感が向上している。

不安 安心



今後の取り組み
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既存区間

延伸区間
中央前橋

前橋駅

けやきウォーク前橋

シャトル線（中央前橋駅～前橋
駅）のけやきウォークまでの延
伸にあわせて実験区間を延長

路車間協調
（道路などと車両を通信などで
つなぎ安全性を向上）

実験区間拡大で多様な
環境での課題を抽出
（途中バス停での停車やより複雑な経路での走行）



地域内交通実証実験
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〇事業目的

市内の公共交通不便地域の解消を目的とする。公共交通を中心とした交通ネットワークの
実現を目指し、バス路線の再編に絡めた、新たな個別施策の一つとして、地域住民が主体
となった｢地域内交通｣を導入。

〇役割

タクシーなどの小型車両を使用し、地域内のニーズに応じたきめ細やかな運行を実施する
ことで、医療機関、商業施設といった日常の移動手段となると共に、鉄道や路線バスといっ
た既存の公共交通に結節させ、交通ネットワークを構築する。

〇平成３０年度実証実験



結果検証
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【結果概要】
・乗車人員の１日最大数は２７人 、 実験期間中の平均は12.5人/日
・最も利用の多い時間帯は９時から１１時まで、平日・土曜ともに利用傾向は変わらない
・大型ショッピングモールや病院への移動が多い
・キャンセル率は、既存のデマンド（ふるさとバス・るんるんバス）と同等程度

【結果概要】
・回答者の約2/3が「今後の外出手段に不安を感じている」ことを参加理由に挙げている
・普段の外出に困っていると回答した人の中で、タクシーの運賃が高いと感じている人が多い
・導入によって、外出頻度が増えた（増えそう）と回答した人が約３割
・運賃は、回答者の約９割が500円以内での利用を想定している



今後の取り組み
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本格運行時の経費試算
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千円

・補助要項に収支基準を設定予定
例：基準を２年連続で下回った場合、補助対象外とする

※城南地区を運行するバス路線の削減による経費縮減見込み額：約600万



今後のスケジュール案

〈令和元年度〉

４月 実証実験結果公表

６月 地域運営委員会と運行形態を検討・確定
地域公共交通会議開催

７月 配車システム会社決定（プロポーザル）・契約

１０月 本格運行開始
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実験結果（参考）

1-1.自動運転乗客アンケート結果

1-2.自動運転ドライバーアンケート結果

2-1.城南地区地域内交通実証実験の実験結果

2-2.群馬県によるアンケート調査結果
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実験結果

1-1.自動運転乗客アンケート結果

・アンケート集計方法

ラインアンケートにより自動運転バス利用者から集計

・自動運転バスの乗車前と乗車後の印象
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不安　1 4 4.4% 不安　1 4 3.1%

2 14 15.4% 2 14 10.7%

3 47 51.6% 3 31 23.7%

4 17 18.7% 4 38 29.0%

安心　5 9 9.9% 安心　5 44 33.6%

（乗車前の印象） （乗車後の印象）

〇乗車により不安感が低下、安心感が向上している



実験結果

1-1.自動運転乗客アンケート結果

・アンケート集計方法

ラインアンケートにより自動運転バス利用者から集計

・自動運転バスの気になる点
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有 83 63.4%

無 48 36.6%

（気になる点の有無）
周囲の車とのスピード差 56 53.8%

揺れが大きい 7 6.7%

発信が急 2 1.9%

発信が遅い 13 12.5%

停止が急 3 2.9%

停止が遅い 0 0.0%

その他 23 22.1%

（理由）

〇乗車して気になる点があると回答した人の割合は63.4％で、理由として周囲の車との
スピード差を挙げた人が最も多かった



実験結果

1-2.自動運転ドライバーアンケート結果

・日本中央バスのドライバー44人（うち選定ドライバー８人）にアンケート

（回答38人（自動運転バス選定））

・全体回答
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40歳未満 40代 50代 60歳以上 40歳未満 40代 50代 60歳以上

負担減 9 23.7% 1 2 5 1 負担増 4 10.3% 1 0 2 1

事故減 7 18.4% 1 2 0 4 安全運行上の不安 21 53.8% 4 5 7 5

漠然とした期待 16 42.1% 3 6 3 4 漠然とした不安 5 12.8% 1 3 0 1

収益増による給料増 1 2.6% 0 0 1 0 職が奪われる 9 23.1% 0 2 3 4

その他（話題性） 1 2.6% 0 0 1 0

なし 4 10.5% 1 0 2 1

左の内訳
将来の期待に関する意識

左の内訳
将来の不安に関する意識

○9割のドライバーが自動運転に対して期待感を持っているものの、現段階では漠然としたもの
○一方で、安全運行上の不安や職を奪われるといった不安をもつドライバーが多い



実験結果

1-2.自動運転ドライバーアンケート結果

・日本中央バスのドライバー44人（うち選定ドライバー８人）にアンケート

（回答38人（自動運転バス選定））

・自動運転バス選定ドライバーからの回答
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40歳未満 40代 50代 60歳以上 40歳未満 40代 50代 60歳以上

負担減 2 50.0% 0 2 0 0 負担増 0 0.0% 0 0 0 0

事故減 1 25.0% 0 1 0 0 安全運行上の不安 4 100% 1 3 0 0

漠然とした期待 1 25.0% 1 0 0 0 漠然とした不安 0 0.0% 0 0 0 0

収益増による給料増 0 0.0% 0 0 0 0 職が奪われる 0 0.0% 0 0 0 0

その他（話題性） 0 0.0% 0 0 0 0

なし 0 0.0% 0 0 0 0

将来の期待に関する意識
左の内訳

将来の不安に関する意識
左の内訳

〇自動運転バスドライバーに選定されている者からの回答は４件でありデータ数が
少なく意識の違いの検証は難しいが、４人ともに安全運行上の不安があると回答



実験結果

2-1．城南地区地域内交通実証実験の実験結果
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＜対象データ＞

・２０１８年１２月１３日～２０１９年２月２８日（日曜日を除く６２日間）

・総デマンド数は７４６件（テスト実績や重複予約は除く）

・総乗車人数は７７８人

・実証実験申し込み者数は３４５人



実験結果

2-1．城南地区地域内交通実証実験の実験結果
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1.1 乗車人数

■日最大：２７人

■平 均：約１２．５人/日 １２月平均：９．５人/日

１月平均：１２．６人/日
２月平均：１４．３人/日



実験結果

2-1．城南地区地域内交通実証実験の実験結果
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■乗車時刻別の一日乗車人数

・最頻時間帯は平日・土曜日ともに９時から１１時となっている。

・土曜の利用は平日に比べ少ないが、利用傾向は変わらない。



実験結果

2-1．城南地区地域内交通実証実験の実験結果
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1.2 利用者傾向



実験結果

2-1．城南地区地域内交通実証実験の実験結果
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1.2 利用者傾向



実験結果

2-1．城南地区地域内交通実証実験の実験結果
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1.3 キャンセル率

・全体キャンセル率は１４％となっており、時間指定予約でのキャンセル率が
１７％と今すぐ予約と比較し高い傾向となっている。



実験結果

2-2．群馬県によるアンケート調査結果
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※回答率 99/345 約28.6％

問い合わせ先記載欄



実験結果

2-2．群馬県によるアンケート調査結果
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1.1 実験への参加理由

※回答率 99/345 約28.6％

参加理由で①と答えた方の意見（複数回答可）

↑参加理由についてその他意見



実験結果

2-2．群馬県によるアンケート調査結果
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1.2 外出の目的と移動手段・頻度

※回答率 99/345 約28.6％

外出の目的 目的地までの移動手段 外出頻度（月単位）



実験結果

2-2．群馬県によるアンケート調査結果
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1.3 導入効果

※回答率 99/345 約28.6％

外出頻度の変化

・今回の実証実験で外出頻度が増えた（増えそう）と回答したのは、利用者の
約3割程度であった。

外出数の増加回数（月単位）



実験結果

2-2．群馬県によるアンケート調査結果
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1.4 移動不便者における運賃の許容

※回答率 99/345 約28.6％

回答者全体

・アンケート回答者全体の傾向との比較では概ね同様の傾向を示しているが、
800円以上の回答者が0人であることから、運賃はできるだけ安いか、または
500円でワンコイン利用での利用を想定していることが考えられる。

普段の外出に困っていると回答した人


